
1.在宅避難で⽣活を守る

 在宅避難はなぜ必要なのでしょうか。⼀般的に災害に備える準備をしますが、
災害から⽣き残った後に、⽣活を続けければならないことはあまり認識されて
いません。図１をみてください。「⽣き残った」後に「⽣き続ける」ためには
しっかり在宅避難ができて、そこから職場に働きに⾏く必要があるのです。
 残念ながら⾃社ビルや⼯場の防災対策はできても、それぞれの従業員の防災
までしっかりと対応されている例は少ないのです。
 皆さんは、在宅避難をして仕事を続け、家族を養い続けるために、在宅避難
の準備をしていきましょう。



2.⾃宅の設備と脱出時の対応

 サバイバルには「⾷料・⽔・⽕・シェルター」が必須ですが、⾃宅設備は
「シェルター・⽔・⽕」の役割があります。⾃宅設備を確認しましょう。

災害時には図３に⽰す⾏動をとりながら脱出のために安全ゾーンである⽞関を
⽬指しましょう。その後は状況に応じて、⼀旦避難場所や施設で待機した後、
安全を確認後、⾃宅に戻って在宅避難の準備をします。



3.設備の被害状況確認

通電後⽕災を起こさないようにブレーカーを戻す前に電気機器が正常か確認し、
同時に漏⽔が起こっていないかも確認しましょう

ガスの復旧が難しければ、事前にカセットコンロとボンベを⽤意しておきます。
その際には換気に気をつけましょう。



4.トイレのチェックと携帯トイレ設置

トイレは３時間程度しか我慢できないので、トイレが使えるよう対処します。

携帯トイレの⼿順を練習します。同時に排泄量分のゴミ箱も設置しましょう。



5.携帯トイレトレーニング

携帯トイレの⼿順は簡単であっても、災害時にはやることが多くストレスが
溜まります。トイレは平均1⽇５回は⾏くので、携帯トイレの使い⽅に慣れて
いないとそれ⾃体がストレスになってしまいます。災害が来る前に、事前に
⾃宅で表１をみながら携帯トイレトレーニングをしましょう。
また下図にあるように、災害時に必要なもの、例えば停電時には⾒えない、
換気がないので、ランタンや消臭剤などを⽤意しておきましょう。



6.衛⽣維持清掃⼿順と資機材

図７



7.衛⽣清掃⼿順



8.⽣活⽤⽔の準備

 在宅避難⽣活でトイレの次に重要なのが⽔ですが、飲料⽔の他に⽣活⽤⽔も
重要です。下に⽰すように4⼈家族なら、３⽇間だけで７２リットルもの量が
必要です。備蓄品と合わせてスペースも考えながら⽤意しましょう。
 またウオータージャグや台⾞など、⽔を使う際に必要なものも、表２の⽣活
⽤⽔節約トレーニングをしながら、確認して準備しましょう。
図１１に⽰す様に、様々な節⽔対策を訓練しておくことが⼤切です。


